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持続可能なコミュニティFM放送局経営の可能性
―?ボランティア型放送局を事例として―?
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図1「FM G’sky」のパーソナリティ別タイムテーブル（2009年10月番組改編時)
資料：FM G’skyの番組表より作成
表１ FM G’skyのパーソナリティ別放送時間 単位：時間
月 火 水 木 金 土 日
専任スタッフ 8.5 9.0 8.5 10.5 9.5 4.0 2.0
生放送 ボランティア 5.5 6.5 6.5 5.0 6.0 5.0 4.5
専任スタッフ＋ボランティア － 1.0 － － － 2.0 －
専任スタッフ（再放送） － － － － － 0.5 2.5
再放送 ボランティア（再放送） 2.0 － 1.5 － 1.0 2.5 3.0
専任スタッフ＋ボランティア（再放送) － － － 1.0 － － 3.0
外 部 0.5 － － － － 1.0 －
音 楽 7.5 7.5 7.5 7.5 7.5 9.0 9.0
資料：図１より作成









































































































































































































































































































































































































































































月 火 水 木 金 土 日
専任スタッフ 4.5 4.5 4.5 4.5 3.5 0.0 0.0
生放送 ボランティア 6.0 8.0 6.5 6.5 4.5 16.0 －
専任スタッフ＋ボランティア － － － － － － －
専任スタッフ（再放送） － － － － － － －
再放送 ボランティア（再放送） － － － － － － 12.5
専任スタッフ＋ボランティア（再放送) － － － － － － －
外 部 － － － － ＊3.5 － －
音 楽 13.5 11.5 13.0 13.0 12.5 8.0 11.5
資料：FM もえる週間番組表より作成
注：金曜日の外部とは，有給のパーソナリティの放送をさす．
























































































































































































































































































































































































































































































































































34  Dec.2010社 会 情 報
